
  事業所における自己評価結果（公表） 
        公表：令和 6年 8月 1日 

事業所名：ABA 推進事業所ルカノア 南幌教室 
  

チェック項目 
 

はい 
 

いいえ 
 

工夫している点 
課題や改善すべき点を
踏まえた改善内容又は
改善目標 

   
環
境
・
体
制
整
備 

1 利用定員が指導訓練室等ス
ペースとの関係で適切であ
る 

5/5  
 個室 3部屋と共有の部

屋が 1室あり、適切に
利用している。 

2 職員の配置数は適切である 5/5  
 個別指導のため、職員

1対子ども１での利用 
3 生活空間は、本人にわかり

やすく構造化された環境に
なっている。また、障害の
特性に応じ、事業所の設備
等は、バリアフリー化や情
報伝達等への配慮が適切に
なされている 

5/5  

室内はバリアフ
リーになってお
り、怪我をしな
いよう配慮して
いる。 

転倒防止用クッション
マットを全室使用 

4 生活空間は、清潔で、心地
よく過ごせる環境になって
いる。また、子ども達の活
動に合わせた空間となって
いる 

5/5  

個別指導終了ご
とのおもちや消
毒 

定期的におもちゃ整理
と消毒の徹底 

         
業
務
改
善 

5 業務改善を進めるための
PDCAサイクル（目標設定
と振り返り）に、広く職員
が参画している  

5/5  

  

6 保護者等向け評価表によ
り、保護者等に対して事業
所の評価を実施するととも
に、保護者等の意向等を把
握し、業務改善につなげて
いる 

5/5  

一年に一度は必
ず実施 

できるだけ保護者のご
意向に沿うような形で
業務改善につなげたい 

7 事業所向け自己評価表及び
保護者向け評価表の結果を
踏まえ、事業所として自己
評価表を行うとともに、そ
の結果による支援の質の評
価及び改善の内容を、事業

5/5  

 毎年自己評価を行うと
ともに評価結果は保護
者に直接渡し HPでも
公開している 

○児童発達支援 



所の会報やホームページ等
で公開している 

8 第三者による外部評価を行
い、評価結果を業務改善に
つなげている 

 5/5 
 検討中です。 

9 職員の資質の向上を行うた
めに、研修の機会を確保し
ている 

5/5  
定期的に研修会
を行う。 

コロナ中はリモートで
行う。 

 
 
適
切
な
支
援
の
提
供 

10 アセスメントを適切に行
い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析し
た上で、児童発達支援計画
を作成している 

5/5  

オリジナルアセ
スメントツール
を作成 

日頃から保護者ニーズ
を把握した上で、支援
計画を作成している 

11 子どもの適応行動の状況を
図るために、標準化された
アセスメントツールを使用
している 

 5/5 

 オリジナルアセスメン
トツールを使用して子
供の状況を分析してい
ます 

12 児童発達支援計画には、児
童発達支援ガイドラインの
「児童発達支援の提供すべ
き支援」の「発達支援（本
人支援及び移行支援）」の
「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子
どもの支援に必要な項目が
適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設
定されている 

5/5  

本人に出来る又
は増やすように
設定している 

本事業は自閉症の療育
に特化している 

13 児童発達支援計画に沿った
支援が行われている 5/5   基本計画書にそって行

われている 
14 活動プログラムの立案をチ

ームで行っている 5/5   職員全員で行う 

15 活動プログラムが固定化し
ないよう工夫している 5/5  

 課題を達成できたら次
に進むよう月ごとの一
覧表作成 

16 子どもの状況に応じて、個
別活動と集団活動を適宜組
み合わせて児童発達支援計
画を作成している 

5/5  

 個別指導のため基本集
団活動は行わないが、
保護者から課題の一環
として要望があれば検



討する 
17 支援開始前には職員間で必

ず打ち合わせをし、その日
に行われる支援の内容や役
割分担について確認してい
る 

5/5  

毎日支援開始前
に打ち合わせを
するよう心掛け
ている。 

出来ない場合は前日 

18 支援終了後には、職員間で
必ず打ち合わせをし、その
日に行われた支援の振り返
りを行い、気付いた点等を
共有している 

5/5  

毎日支援終了
後、引継ぎを
し、気づいた点
を共有してい
る。 

職員間で細かい支援法
の共有を密にしている 

19 日々の支援に関して記録を
とることを徹底し、支援の
検証・改善につなげている 

5/5  
記録は個別支援
ごとに詳細を記
録している。 

記録が上記に加え役に
立っている 

20 定期的にモニタリングを行
い、児童発達支援計画の見
直しの必要性を判断してい
る 

5/5  

 モニタリングにより見
直しが必要か否かは担
当者同士で話し合い検
討する 

   
 
 
 
 
 
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

21 障害児相談支援事業所のサ
ービス担当者会議にその子
どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画してい
る 

5/5  

 職員全員で参加 

22 母子保健や子ども・子育て
支援等の関係者や関係機関
と連携した支援を行ってい
る 

 5/5 

 連携を検討しています 

23 （医療的ケアが必要な子ど
もや重症心身障害のある子
ども等を支援している場
合） 
地域の保健、医療、障害福
祉、保育、教育等の関係機
関と連携した支援を行って
いる 

  

受け入れがあり
ません 

受け入れがある場合は
連携していきます 

24 （医療的ケアが必要な子ど
もや重症心身障害のある子
ども等を支援している場
合） 

  

受け入れがあり
ません 

受け入れがある場合は
連携していきます 



子どもの主治医や協力医療
機関等と連絡体制を整えて
いる 

25 移行支援として、保育所や
認定子ども園、幼稚園、特
別支援学校（幼稚部）等と
の間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図ってい
る 

6/6  

 各先生方が来所して下
さり、情報を共有して
いる。 

26 移行支援として、小学校や
特別支援学校（小学部）と
の間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図ってい
る 

6/6  

 園の先生方が来所して
下さり、情報を共有し
ている。 

27 他の児童発達支援センター
や児童発達支援事業所、発
達障害者支援センター等の
専門機関と連携し、助言や
研修を受けている 

 
5/5 

 
 

 南幌の保険健康施設あ
いくるの職員に助言を
受けている。 

28 保育所や認定こども園、幼
稚園等との交流や、障害の
ない子どもと活動する機会
がある 

 
 

5/5 

 個別セラピーを主とし
ているので他との交流
はありません。 

29 （自立支援）協議会子ども
部会や地域の子ども・子育
て会議等へ積極的に参加し
ている 

5/5  

町議会議員の為
会議に参加 

参加しています 

30 日頃から子どもの状況を保
護者と伝え合い、子どもの
発達の状況や課題について
共通理解を持っている 

5/5  

 個別セラピーは保護者
も毎回来ているので、
共通理解をしていま
す。 

31 保護者の対応力の向上を図
る観点から、保護者に対し
て家族支援プログラム（ペ
アレント・トレーニング
等）の支援を行っている 

5/5  

個別指導ではペ
アトレーニング
の為に保護者に
きていただいへ
いる 

最も重点的に取り組ん
でいる 

  
 
 

32 運営規程、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行って
いる 

5/5  
 契約時に資料を配布

し、説明しています 



      
保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等 

33 児童発達支援ガイドライン
の「児童発達支援の提供す
べき支援」のねらい及び支
援内容と、これに基づき作
成された「児童発達支援計
画」を示しながら支援内容
の説明を行い、保護者から
児童発達支援計画の同意を
得ている 

5/5  

 ABAにそって支援を行
う同意をえています 

34 定期的に、保護者からの子
育ての悩み等に対する相談
に適切に応じ、必要な助言
と支援を行っている 

5/5  

セラピー時にで

きるだけご相談

いただく 

特にセラピーに関して
は、後に疑問が残らな
いよう、質疑応答して
いく。 

35 父母の会の活動を支援した
り、保護者会等を開催する
等により、保護者同士の連
携を支援している 

 5/5 

 父母の会はありません
が、保護者同士の連携
を支援しています。 

36 子どもや保護者からの相談
や申入れについて、対応の
体制を整備するとともに、
子どもや保護者に周知し、
相談や申入れが合った場合
に迅速かつ適切に対応して
いる 

5/5  

気軽に相談でき
る体制をとって
いる。 

zoom、電話も可 

37 定期的に会報等を発行し、
活動概要や行事予定、連絡
体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信している 

 
 

5/5 

 会報は発行していませ
んが、連絡事項は早め
に直接伝えています。 

38 個人情報の取扱いに十分注
意している 5/5   注意しています 

39 障害のある子どもや保護者
との意思の疎通や情報伝達
のための配慮をしている 5/5  

 個別セラピーは保護者
も毎回来ているので、
共通理解をしていま
す。 

40 事業所の行事に地域住民を
招待する等地域に開かれた
事業運営を図っている  5/5 

 個別セラピーを主とし
ているので住民を招待
するような行事はあり
ません。 

 41 緊急時対応マニュアル、防 5/5   定期的に実施 



 
 
     
非
常
時
等
の
対
応 

犯マニュアル、感染症マニ
ュアル等を策定し、職員や
保護者に周知するととも
に、発生を想定した訓練を
実施している 

42 非常災害の発生に備え、定
期的に避難、救出その他必
要な訓練を行っている 

5/5  
 防災、 

風水害、地震等の訓練
を年 4回行っている 

43 事前に、服薬や予防接種、
てんかん発作等のこどもの
状況を確認している 

5/5  
アセスメントで
事前に確認 

定期的に状況確認 

44 食物アレルギーのある子ど
もについて、医師の指示書
に基づく対応がされている 

5/5  
 アレルギーのあるお子

様はおやつを持参して
もらっています。 

45 ヒヤリハット事例集を作成
して事業所内で共有してい
る 

5/5  
 共有しています 

46 虐待を防止するため、職員
の研修機会を確保する等、
適切な対応をしている 

5/5  
 月に一回虐待防止委員

会を開催している 

47 どのような場合にやむを得
ず身体拘束を行うかについ
て、組織的に決定し、子ど
もや保護者に事前に十分説
明し了解を得た上で、児童
発達支援計画に記載してい
る 

  

 身体拘束は行いません 

 
○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。 
 
 
 



保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 
児童発達支援 

公表：令和 6年 8月 1日 
事業所名：ABA 推進事業所ルカノア南幌教室    保護者数（児童数）5 回収数 5 割合 100％ 
 
  

チェック項目 
 
はい 

どち
らと
もい
えな
い 

 
いいえ 

 
わか
らな
い 

 
ご意見 

 
ご意見を踏ま
えた対応 

     
環
境
・
体
制
整
備 

1 子どもの活動等のスペー
スが十分に確保されてい
るか 

5/5      

2 職員の配置数や専門性は
適切であるか 

5/5      

3 生活空間は、本人にわか
りやすい構造化された環
境になっているか。ま
た、障害の特性に応じ、
事業所の設備等は、バリ
アフリー化や情報伝達等
への配慮が適切になされ
ているか 

5/5      

4 生活空間は、清潔で、心
地よく過ごせる環境とな
っているか。また、子ど
も達の活動に合わせた空
間となっているか 

5/5      

        
適
切
な
支
援
の
提
供 

5 子どもと保護者のニーズ
や課題が客観的に分析さ
れた上で、児童発達支援
計画が作成されているか 

5/5      

6 児童発達支援計画には、
児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「発達
支援（本人支援及び移行
支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示

5/5      



す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、
具体的な支援内容が設定
されているか 

7 児童発達支援計画に沿っ
た支援が行われているか 

5/5      

8 活動プログラムが固定さ
れないよう工夫されてい
るか 

5/5      

9 保育所や認定こども園、
幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動す
る機会があるか 

  2/5 3/5   

           
保
護
者
等
へ
の
説
明
等 

10 
 
 

運営規程、利用者負担等
について丁寧な説明がな
されたか 

5/5      

11 児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい
及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童
発達支援計画」を示しな
がら、支援内容の説明が
なされたか 

5/5      

12 保護者に対して家族支援
プログラム（ペアレン
ト・トレーニング等）が
行われているか 

4/5   1/5   

13 日頃から子どもの状況を
保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題に
ついて共通理解ができて
いるか 

5/5      

14 定期的に、保護者に対し
て面談や、育児に関する
助言等の支援が行われて
いるか 

4/5 1/5     

15 父母の会の活動の支援   1/5 4/5   



や、保護者会等の開催等
により保護者同士の連携
が支援されているか 

16 子どもや保護者からの相
談や申入れについて、対
応の体制が整備されてい
るとともに、子どもや保
護者に周知・説明され、
相談や申入れをした際に
迅速かつ適切に対応され
ているか 

4/5   1/5   

17 子どもや保護者との意思
の疎通や、情報伝達のた
めの配慮がなされている
か 

5/5      

18 定期的に会報やホームペ
ージ等で、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情
報や業務に関する自己評
価の結果を子どもや保護
者に対して発信されてい
るか 

1/5   4/5   

19 個人情報の取扱いに十分
注意されているか 

5/5      

  
非
常
時
の
対
応 

20 緊急時対応マニュアル、
防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定
し、保護者に周知・説明
されているか。 
また、発生を想定した訓
練が実施されているか 

2/5 1/5  2/5   

21 非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出、そ
の他必要な訓練が行われ
ているか 

3/5   2/5   

  
満
足
度 

22 子どもは通所を楽しみに
しているか 

5/5      

23 事業所の支援に満足して
いるか 

5/5      



 
○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発
達支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。 
 



  事業所における自己評価結果（公表） 
        公表：令和 6 年 8 月 1 日 

事業所名：ABA 推進事業所ルカノア 南幌教室 
  

チェック項目 
 

はい 
 

いいえ 
 

工夫している点 
課題や改善すべき点を
踏まえた改善内容又は
改善目標 

   
環
境
・
体
制
整
備 

1 利用定員が指導訓練室等ス
ペースとの関係で適切であ
る 

5/5  
 個室 3 部屋と共有の部

屋が 1 室あり、適切に
利用している。 

2 職員の配置数は適切である 5/5  
 個別指導のため、職員

1 対子ども１での利用 
3 事業所の設備等について、

バリアフリー化の配慮が適
切になされている 5/5  

室内はバリアフ
リーになってお
り、怪我をしな
いよう配慮して
いる。 

転倒防止用クッション
マットを全室使用 

         
業
務
改
善 

4 業務改善を進めるための
PDCA サイクル（目標設定
と振り返り）に、広く職員
が参画している  

5/5  

職員間で積極的
な話し合いいが
行われている 

 

5 保護者等向け評価表を活用
する等によりアンケート調
査を実施して保護者等の意
向等を把握し、業務改善に
つなげている 

5/5  

 アンケ―ト結果をもと
に保護者の意向、意見
を把握し改善につなげ
ている。 

6 この自己評価の結果を、事
業所の会報やホームページ
等で公開している 

5/5  
 公開しています。 

7 第三者による外部評価を行
い、評価結果を業務改善に
つなげている 

 5/5 
 検討中です。 

8 職員の資質の向上を行うた
めに、研修の機会を確保し
ている 

5/5  
定期的に研修会
を行う。 

コロナ中はリモートで
行う。 

 
 
適
切
な

9 アセスメントを適切に行
い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析し
た上で、児童発達支援計画
を作成している 

5/5  

オリジナルアセ
スメントツール
を作成 

日頃から保護者ニーズ
を把握した上で、支援
計画を作成している 

○放課後デイサービス 



支
援
の
提
供 

10 子どもの適応行動の状況を
把握するために、標準化さ
れたアセスメントツールを
使用している 

5/5  

 職員間での情報共有 

11 活動プログラムの立案をチ
ームで行っている 5/5   職員全員で行ってい

る。 
12 活動プログラムが固定化し

ないよう工夫している 5/5   多方面の課題に取り組
んでいる。 

13 平日、休日、長期休暇に応
じて、課題をきめ細やかに
設定して支援している 

5/5  
 利用時間を含め考慮し

支援している。 

14 子どもの状況に応じて、個
別活動と集団活動を適宜組
み合わせて放課後等デイサ
ービス計画を作成している 

5/5  

 集団の課題も取り組め
るよう月で計画を作成
する。 

15 支援開始前には職員間で必
ず打ち合わせをし、その日
に行われる支援の内容や役
割分担について確認してい
る 

5/5  

毎日支援開始前
に打ち合わせを
するよう心掛け
ている。 

課題の進め方があって
いるか、質問疑問点が
ないか等上司が都度✓
している。 

16 支援終了後には、職員間で
必ず打ち合わせをし、その
日に行われた支援の振り返
りを行い、気付いた点等を
共有している 

5/5  

毎日支援終了
後、引継ぎを
し、気づいた点
を共有してい
る。 

課題の進め方があって
いるか、質問疑問点が
ないか等上司が都度✓
している。 

17 日々の支援に関して記録を
とることを徹底し、支援の
検証・改善につなげている 5/5  

 記録は個別支援ごとに
詳細を記録し、引継ぎ
が簡素化出来るよう工
夫している。 

18 定期的にモニタリングを行
い、児童発達支援計画の見
直しの必要性を判断してい
る 

5/5  

 保護者のご要望、現在
のセラピーの進行状
況、を踏まえた上で必
要性を判断している 

 19 ガイドラインの総則の基本
活動を複数組み合わせて支
援を行っている 

5/5  
行っている  

   
 
 

20 障害児相談支援事業所のサ
ービス担当者会議にその子
どもの状況に精通した最も

5/5  
職員全員が参画
している。 

必要に応じて公認心理
士にも参加している 



 
 
 
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

ふさわしい者が参画してい
る 

21 学校との情報共有（年間計
画・行事予定等の交換、子
どもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の
対応、トラブル発生時の連
絡）を適切に行っている 

5/5  

 送迎時利用者の担任の
先生と情報を共有して
いる 

22 医療的ケアが必要な子ども
を受け入れる場合は、子ど
もの主治医等と連絡体制を
整えている 

  

 現在のところ医療ケア
が必要なお子様の受け
入れはない 

23 就学前に利用していた保育
所や幼稚園、認定こども
園、児童発達支援事業所等
との間で情報共有と相互理
解に努めている 

5/5  

 必要な場合は行ってい
る 

24 学校を卒業し、放課後等デ
イサービス事業所から障害
福祉サービス事業所等へ移
行する場合、それまでの支
援内容等の情報を提供する
等している 

5/5  

 必要な場合は行ってい
る 

25 児童発達支援センターや発
達障害者支援センター等の
専門機関と連携し、助言や
研修を受けている 

5/5  

 南幌保健健康施設の職
員に助言を受けてい
る。 

26 放課後児童クラブや児童館
との交流や、障がいのない
子どもと活動する機会があ
る 

 
 

5/5 

 主として個別支援なの
で、他の施設と交流す
る機会があまりない。 

27 （地域自立支援）協議会等
へ積極的に参加している 5/5  参加している。  

28 日頃から子どもの状況を保
護者と伝え合い、子どもの
発達の状況や課題について
共通理解を持っている 

5/5  

 毎回支援は親子で利用
しているので共通理解
を持ち支援している 

29 保護者の対応力の向上を図
る観点から、保護者に対し 5/5   個別指導ではペアトレ

ーニングの為に保護者



てペアレント･トレーニン
グ等の支援を行っている 

にきていただいている 

  
 
 
      
保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等 

30 運営規程、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行って
いる 

5/5  
行っている。  

31 保護者からの子育ての悩み
等に対する相談に適切に応
じ、必要な助言と支援を行
っている 

5/5  

 都度要望があれば応じ
ている。 

32 父母の会の活動を支援した
り、保護者会等を開催する
等により、保護者同士の連
携を支援している 

5/5  

 父母の会はありません
が、保護者同士の連携
を支援している。 

33 子どもや保護者からの苦情
について、対応の体制を整
備するとともに、子どもや
保護者に周知し、苦情があ
った場合に迅速かつ適切に
対応している 

5/5  

 苦情については速やか
に対応するとともに職
員間で共有できる体制
をとっている。 

34 定期的に会報等を発行し、
活動概要や行事予定、連絡
体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信している 

5/5  

 会報は発行していない
が連絡事項は直接保護
者に伝えている。  

35 個人情報に十分注意してい
る 5/5  不要な書類はシ

ュレッダー処分 
職員に処分方法を再度
周知 

36 障がいのある子どもや保護
者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮をしている 5/5  

 子どもとの意思の疎通
ができるよう、親子で
ABA セラピーを学んで
もらっている。 

37 事業所の行事に地域住民を
招待する等地域に開かれた
事業運営を図っている 

 5/5 
 個別指導を主としてお

り、行事は行っていな
い 

 
 
 
     
非
常
時

38 緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応
マニュアルを策定し、職員
や保護者に周知している 

5/5  

周知していま
す。 

 

39 非常災害の発生に備え、定
期的に避難、救出その他必
要な訓練を行っている 

5/5  
地震訓練は夏休
みなど母子で参
加してもらう 

年に火災 2 回、地震 1
回、風水害 1 回行う。 



等
の
対
応 

40 虐待を防止するため、職員
の研修機会を確保する等、
適切な対応をしている 

5/5  
 研修を行っている 

41 どのような場合にやむを得
ず身体拘束を行うかについ
て、組織的に決定し、子ど
もや保護者に事前に十分に
説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に
記載している 

5/5  

 研修を行っている 

42 食物アレルギーのある子ど
もについて、医師の指示書
に基づく対応がされている 

5/5  
 アレルギーのあるお子

様はおやつを持参して
もらっている 

43 ヒヤリハット事例集を作成
して事業所内で共有してい
る 

5/5  
 全職員で共有 

 
 



保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 
放課後デイサービス 

公表：令和 6年 8月 1日 
事業所名：ABA 推進事業所ルカノア南幌教室 保護者数（利用者数）12 回収数 12割合

100%  
 チェック項目 はい どちら

ともい
えない 

いいえ わから
ない 

ご意見 ご意見を踏まえた
対応 

 
環
境
・
体
制
整
備 

1 子どもの活動
等のスペース
が十分に確保
されているか 

12/12      

2 職員の配置数
や専門性は適
切であるか 

12/12      

3 事業所の設備
等は、スロー
プや手すりの
設置などバリ
アフリー化の
配慮が適切に
なされている
か 

5/12 6/12  1/12 意識して見てい
なかった 

玄関に手すり、施
設内は段差なくし
ている。 

 

適

切

な

支

援

の

提

供 

4 子どもと保護
者のニーズや
課題が客観的
に分析された
上で、放課後
等デイサービ
ス計画（※
１）が作成さ
れているか 

12/12      

5 活動プログラ
ム（※２）が
固定化しない
よう工夫され

12/12      



ているか 
6 放課後児童ク

ラブや児童館
との交流や、
障害のない子
どもと活動す
る機会がある
か 

 4/12 8/12  個別療育なので
必要ない 
と思っている。 

 

保
護
者
等
へ
の
説
明
等 

7 支援の内容、
利用者負担等
について丁寧
な説明がなさ
れたか 

12/12      

8 日頃から子ど
もの状況を保
護者と伝え合
い、子どもの
発達の状況や
課題について
共通理解がで
きているか 

12/12      

9 保護者に対し
て面談や、育
児に関する助
言等の支援が
行われている
か 

12/12      

1
0 

父母の会の活
動の支援や、
保護者会等の
開催等により
保護者同士の
連携が支援さ
れているか 

1/12 4/12 7/12  その様な機会が
ないので分から
ない必要ないと
思っている。 

父母の会はありま
せんが、保護者同
士の連携を支援し
ています。 

1
1 

子どもや保護
者からの苦情

10/12 2/12   その様な機会が
ない 

保護者様からの苦
情につき 



について、対
応の体制を整
備するととも
に、子どもや
保護者に周
知・説明し、
苦情があった
場合に迅速か
つ適切に対応
しているか 

ので分からない ましては、都度対
応させていただい
ております。 

1
2 

子どもや保護
者との意思の
疎通や情報伝
達のための配
慮がなされて
いるか 

12/12      

1
3 

定期的に会報
やホームペー
ジ等で、活動
概要や行事予
定、連絡体制
等の情報や業
務に関する自
己評価の結果
を子どもや保
護者に対して
発信している
か 

8/12 3/12 1/12    

1
4 

個人情報に十
分注意してい
るか 

11/12 1/12     

 
非
常
時
等

1
5 

緊急対応マニ
ュアル、防犯
マニュアル、
感染症対応マ
ニュアルを策

8/12 2/12 1/12 1/12   



の
対
応 

定し、保護者
に周知・説明
されているか 

1
6 

非常災害の発
生に備え、定
期的に避難、
救出、その他
必要な訓練が
行われている
か 

7/12 3/12 1/12 1/12   

満
足
度 

1
7 

子どもは通所
を楽しみにし
ているか 

11/12 1/12   少し意識低下し
ている 

セラピー中のモチ
ベーションを維持
するために課題の,
順番を工夫するな
どの取り組みを致
します。 

1
8 

事業所の支援
に満足してい
るか 

12/12    書く、描く、道
具の使い方の 
向上など学校生
活に結び付く事
に関しても取り
組みたい 

課題に取り込むよ
うにしていきま
す。 

 
※１放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれて
いる環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達
成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上で
の留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所等の児童発達支援管
理責任者が作成する。 

 
※２事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子ども
の障害特性や課題、平日/休日/長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されるこ
とが想定されている。 

 
 

 


